
1996年出上の木簡

や

滋
賀
・
上
山
神
社
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
神
崎
郡
能
登
川
町
大
字
山
路

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
７
）
四
月
１

一
九
九
六
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
能
登
川
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
杉
浦
隆
支

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

上
山
神
社
遺
跡
の
調
査
は
能
登
川
町
総
合
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

（図
書
館
・

博
物
館
・
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
の
建
設
工
事
に
先
立
つ
も
の
で
あ
る
。

確
認
さ
れ
た
遺
構
は
、
主
に

平
安
時
代
末
期
の
も
の
で
、
屋

敷
地
を
取
り
囲
む
濠
跡
が
検
出

さ
れ
、
そ
の
西
約

一
五
〇
ｍ
の

地
点
か
ら
、　
〓

一世
紀
後
半
の

上
坑
が
検
出
さ
れ
、
呪
符
木
簡

醐

一
百
いの
ほ
か
、
黒
色
土
器
、
土

辮

師
皿
、
刀
形
木
製
品
な
ど
が
出

土
し
た
。



８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

(1)

< <

器

121

イ                  1,Cm

②
　
　
「
（符
篠
）
急
×

ω
は
表
裏
両
面
に
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
。
表
面
の
上
半
部
に
は
呪
い
の
文
字

が
あ
り
、
そ
の
下
に

「急
」
と
見
え
る
。
下
半
部
に
は

「左
方
」
と
読
み
と
れ

る
。
裏
面
に
も
文
字
が
確
認
で
き
る
。
②
は
片
面
の
み
に
墨
書
が
認
め
ら
れ
、

上
半
部
に
呪
い
の
文
字
が
あ
り
、
そ
の
下
に

「急
」
と
見
え
る
。
一
百
〔と
も

「急
々
如
律
令
」
と
書
か
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
奈
良
大
学
の
水
野
正
好
氏
、
側
元
興
寺
文
化
財

研
究
所
の
藤
澤
典
彦
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

能
登
川
町
教
育
委
員
会

「上
山
神
社
遺
跡
」
ら
能
登
川
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報

告
書
』
四
二
　
一
九
九
七
年
）

（杉
浦
隆
支
）

（符
篠
）
急
日
日
日
国
左
方
　
日
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